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株式会社 日立インフォメ

ーションアカデミーの研
修サービスとe-ラーニング

ソリューションの関連

株式会社 日立インフォメ

ーションアカデミーは,40年
近い研修サービスの経験を基

に､e-ラーニングソリューショ

ンを展開している｡

e一ラーニングは大きな可能性を持った研修ツールであり,種々の形態を持っている｡しかし.すべての研修をe-ラーニング

に置き換えることば得策ではなく,また,e-ラーニングだけが最良の方法ではない｡

株式会社日立インフォメーションアカデミーは,集合研修とe-ラーニングの融合を図り,顧客の目的にかなった研修サービ

スの提供に取り組んでいる｡また,研修サービスで培ったe-ラーニングのノウハウを顧客が社内e-ラ

うに,e-ラーニングソリューションを提供する｡

ングで活用できるよ

はじめに

コンピュータを利用した教育は,CAI(Computer-

AidedInstruction)に始まり,CBT(Computer-Based

Training),WBT(Web-Based Training),そしてe-ラー

ニングへと移行してきた｡CAIとCBTは注目されながら

も,ビジネスとしての成熟は果たせなかった｡しかし,

WBTも含めたe-ラーニングは,インターネットの普及に

伴い,その可能性に各分野から大きな期待が寄せられて

いる｡

株式会社 日立インフォメーションアカデミー(以下,

日立IAと言う｡)は,研修サービス事業者として早くから

e-ラーニングに取り組み,1998年にe-ラーニングのプラッ

トフォームと学習コンテンツの提供を開始した｡その後

も学習コンテンツメニューの拡大,学習コンテンツのマ

ルチプラットフォーム対応,ASP(Application Service

Provider)サービスの開始など,サービス内容の充実を

図っている｡また,日立IAが提供する研修にもe-ラーニ

ングを導入し,研修機会の拡大,研修内容の充実,研修

効果の向..Lに取り組んでいる｡

ここでは,研修における効果的なe-ラーニングの適用,

e一ラーニングにおける学習コンテンツの役割,および日

立IAが提供するe-ラーニングソリューション"eXLearn

について述べる｡

研修サービスとe-ラーニング

日立IAは,日立グループのコンピュータ関連研修サー

ビス専門会社である｡その立場から,e-ラーニングには

以【Fの二つの側面で取り組んでいる｡

(1)集合研修とe-ラーニングを併用して,顧客の目的に

合致した研修を提供する｡

(2)研修サービスで培ったインストラクション技術をベ

ースに,顧客が社内で行うe-ラーニングを支援する｡

前者は,最適な研修を提供するためのアプローチであ

る｡研修には,才支術の習得や,人材の育成などの目的が

ある｡その日的を果たすための最適な研修方法として,
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従来の集合研修に加え,e-ラーニングの活用に取り組ん

でいる｡

後者は,顧客のe-ラーニングを,これまでの経験を基

に支援しようというものである｡e-ラーニングには,(1)

プラットフォーム(学習管理システム),(2)学習コンテ

ンツ,- および(3)サービスの3要素がある｡日立IAは,

これまで培ってきたインストラクション技術を背景に,

これらの3要素を統合したソリューションを提供する｡

研修サービスにおける

e-ラーニングの学習モデル

e-ラーニングは効果的な研修方法であるが,すべての

研修をe-ラーニングで行うことはできない｡集合研修は,

インストラクターと学習者の相乗効果によってe-ラーニ

ングよりも高い完成度に到達する可能性が大きい｡米国

でも,e-ラーニングが企業全体の研修に占める割合は,

先進的な企業でも40～50%という報告が出ている｡

研修の目的や内容,学習者の数やレベルなどに応じて,

集合研修とe-ラーニングを使い分けることが必要である｡

また,一連の研修の中にe-ラーニングと集合研修を併用

する｢ブレンディング+と呼ばれている方法で,研修効果

をさらに高めることも可能である｡

e-ラーニングを導入した研修のタイプ(学習モデル)に

は,(1)e-ラーニング自己学習モデル,(2)ブレンディン

グ学習モデル〔(a)予習,(b)フォロー,(c)層別〕,(3)

ライブ型e-ラーニング学習モデルが考えられる｡

3.1e-ラーニング自己学習モデル

研修サービスが提供するe-ラーニングによる自己学習

は,資格試験対策〔情報処理試験,MCP(Microsoft式‥

Certified Professional)/オラクルマスターなどのISV

(Independent Software Vendor)対応試験ほか〕が充実

している｡試験対策の学習コンテンツは過去の出題や予

想問題を中心に構成しており,自動採点機能により,現

在の実力のレベルや理解度の低い分野を学習者に即座に

提示する｡各問題に対する解説も用意しているので,知

識の定着も図れる｡管理する側も,学習者の進ちょく状

況や実力レベルを容易に把握することができる｡この学

習モデルは,企業内研修ではOA導入教育など全社を対

象にした教育に適用できる(図1参照)｡

※)Microsoftは,米国およびその他の国における米国

MicrosoftCorp.の登録商標である｡
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図1e-ラーニングの学習コンテンツ例

音声,動画などのマルチメディアを活用して学習コンテンツを

作成する｡

3.2 ブレンディング学習モデル

3.2.1予 習

集合研修の課題の一つは,受講者の前提知識にレベル

差があるため,研修内容を全受講者のレベルに合わせら

れない場合が多いことである｡集合研修の前に,受講者

がe一ラーニングで研修に必要な前提知識を学習できれば,

受講者全体のレベルを合わせることができる｡

3.乙2 フォロー

集合研修の課題の一つとして,研修終了後に受講者

の習得フォローができないことがあげられる｡集合研修

終了後に受講者が必要に応じて再度学習する,講師が

補足の学習をe-ラーニングで実施するなど,e-ラーニン

グを研修後のフォローに利用することもできる｡

日立グループでは,集合研修で行う情報系の新人教育

に,e-ラーニングでの情報処理試験対策を取り込んでい

る｡新人は,一日の教育が終わった後にe-ラーニングで

情報処理試験対策の学習を行い,教育で得た知識の定着

を図る｡同時に,この試験に向けた,実力レベルの把握

と,弱点分野の対策に努める｡講師は,e-ラーニングの

学習管理システムで新人の研修効果を把握し,次の研修

にフィードバックする(図2参照)｡

3.2.3 層 別

一つの分野で,初級一中級一上級というように層別化

される研修の場合,初級一中級をe-ラーニングで実施し,

中級一上級には集合研修を適用する方法である｡一般

に,初級一中級は受講者数が多く,全受講者に集合研修

を行うには多くの時間,場所および講師が必要となる｡
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図2 ブレンディングによる研修例

新人教育の受講者は,集合研修の後に,e-ラ

巧打で∧γ一派′仏

習得度

把握

ンクで情報処

理試験対策を行う｡講師は,その結果を次に行う集合研修にフィ

ードバックする｡

中級一上級の研修が後回しになるおそれもある｡このた

め,初級一中級の研修にはe-ラーニングを適用し,中級

【上級の研修に集合研修のリソースを集中することで,

短期間で研修全体のレベルアップを【実1ることができる｡

日立グループは,多数のマイクロソフト認定技術者の

養成に努めている｡この技術者養成でも,初級レベルの

分野はe-ラーニングで実施し,中一上級レベルの技術者

を集合研修で養成している一)｡

3.3 ライブ型e-ラーニング学習モデル

これは,インターネットを経由し,インストラクター

と学習者が対話をしながらリアルタイムに研修を進める

方法である｡教室での講義をインターネット上で実現し

たものと言える｡

e-ラーニングの効果的利用

e-ラーニングのシステム(プラットフォームとコンテン

ツ)で分類した学習方法について以下に述べる｡e-ラーニ

ングによる学習方法は,(1)参照型,(2)対話型,(3)

教室型,および(4)体験型に大別できる(図3参照)｡

4.1参照型

学習コンテンツの文字情報を読みながら,あるいは動

画を見ながら,学習を進める方法である｡学習終了後に,

業務の必要に応じて学習コンテンツを参照することもで

きる｡

既存のテキストを電子化したり,集合研修の撮影ビデ

オを利用するなど,学習コンテンツの制作が比較的容易

であること,また,学習後にリファレンスマニュアルと

して活用できることなどの利点がある｡ただし,学習者

が飽きやすいという欠点もある｡

大-
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図3 学習方法による学習者数と学習効果の傾向
参照型･対話型は,多数の学習者を対象にしたe-ラ

一大

ングで

あり,大きな費用対効果が期待できる｡体験型は,対象の学習者

が少数であるが,高い学習効果が期待できる｡

新製品の社内発表を撮影したビデオをコンテンツ化

し,発表の場に出席できなかった営業スタッフに新製品

情報を学習させる例などが一般的である｡

4.2 対話型

学習コンテンツと学習者との間に双方向性を持たせた

学習方法である｡学習者への応答要求,すなわち対話性

を持たせることで,学習者の興味を持続させる｡

操作系の学習の場合,操作の説明を聞いたり,操作の

流れを見るだけの学習よりも,実際に学習者が操作でき

るほうが効果は大きい｡また,英語学習の場合,簡単な

クロスワードパズルを解きながらゲーム感覚で学習を進

めることができれば,学習者の興味を引き付けることが

できる｡

この対話型は,e-ラーニングの基本的学習方法と言える｡

4.3 教室型

遠隔地にいるインストラククーと学習者とが,クラス

を構成して学習を行う方法である｡

ここでは,WBTのバーチャルクラスとライブ型のe-ラ

ーニングについて述べる｡

バーチャルクラスでは,学習者は,参照型または対話

型で個々に学習を行う｡学習する科目(コンテンツ)単位

に,クラス,インストラククーおよびメンバー(学習者)

が登録されており,掲示板やチャットなどでクラス内の

コミュニケーションを行う｡参照型または対話型だけの

学習では,他の学習者との接触がないという不満を持つ

学習者が多い｡しかし,バーチャルクラスでは,インス

トラククーや他のメンバーとのコミュニケーションがで

きる｡

ライブ型のe-ラーニングは,インターネットを経由し
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た音声による双方向通信やアプリケーションの共有によ

り,遠隔地にいるインストラククーと学習者がリアルタ

イムに研修を行う方法である｡インストラクターの説明,

学習者間の意見の交換,インストラクターや学習者の映

像の表示,同一教材への書き込みなどにより,対面の研

修(集合研修)に近い効果が期待できる｡現在はまだ回線

などの環境面の問題はあるが,今後のブロードバンドの

普及により,大きく伸びていくと思われる｡

4.4 体験型

IT(InformationTechnology)を利用することで実際の

場面をシミュレートし,各場面での現場教育を実現する｡

学習者の対応に応じて学習場面を変化させたり,学習者

が正しい対応をするまで繰り返して学習させるなどの場

面を通して実戦力を向上させる｡近年の技術の進歩によっ

てOJTができない学習内容もこの方法で代替できる｡ま

た,事故事例など現実にその場を設定することができな

い場面も学習できる｡

これは大きな学習効果を期待できる方法であるが,学

習者が限定されることや,コンテンツの作成に多大な費

用がかかることから,わが国での事例はほとんど見られ

ない｡

4.5 e-ラーニングの効果と今後の展開

e-ラーニングは,上記4.1から4.4の順で発展していく

と考えられる｡わが国でも参照型と対話型のe-ラーニン

グは定着しており,現在,教室型が展開時期にある｡参

照型と対話型はe-ラーニングの中で最も幅広く使われる

方法であり,全員研修,基礎研修,試験対策などに適用

されている｡参照型と対話型のe-ラーニングによって期

待できる効果として次の点があげられる｡

(1)多くの人に学習の機会を与える｡

(2)研修をタイムリーに実施できる｡

(3‾)研修のスピードが速い｡

(4)研修の質が一定である｡

(5)講師や教室の手配などの手間が省け,研修管理を･一

元化できる｡

(6)受講者を一括管理できる｡

(7)研修コストが安い｡

教室型,特にライブ型のe-ラーニングは対面に近い形

で研修をネット上で実現できることから,注目を集めて

いる｡

一方,体験型のe一ラーニングでは,これまで広く知ら

れてきたe-ラーニングのコスト効果は望めない｡しかし,

集合研修と比較しても大きな効果を得ることができる学
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習方法であり,今後のe-ラーニングの方向を示すものと

考えられる｡

別の観点で考えると,e-ラーニングは,(1)ネットを

利用することで時間と場所の制限を取り除くものと,(2)

ITを利用することで実戦的な学習の場を与えるものに分

けることができる｡

e-ラーニングにおけるコンテンツの重要性

5.1 コンテンツの役割

社内にe-ラーニングを導入したものの,社員がなかな

か学習できない,学習しても想定した効果が得られない

という例が見られる｡

e-ラーニング導入において,社員が学習しやすい環境

を整えることはe-ラーニングを成功させる大きな要因で

ある｡就業時間内のe-ラーニング学習を認めるのであれ

ば,社内にこの旨の通知を徹底する｡環境を整えても学

習を開始しようとしない学習者には,定期的にフォロー

していく体制をつくる｡特に,学習者に状況に応じてア

ドバイスを与えたり,学習者の質問に対応する学習者支

援(チュータリングまたはメンタリングと呼ばれる｡)は,

e-ラーニングの成功に大きく寄与する｡

e一ラーニングで,想定した学習の効果が得られない場

合は,学習コンテンツに起因することが多い｡e-ラーニ

ングの導入では,プラットフォームの選定に力を入れる

場合が多いが,e-ラーニングの学習効果を決定するのは,

学習コンテンツのよしあしによるところが大きい｡

e-ラーニングの導入をためらう理由の一つとして,目

的の学習を行うための流通コンテンツが少ないことがあ

げられる｡e-ラーニングのシステムベンダやコンテンツ

ベンダは,相互にコンテンツを供給してユーザーの便宜

を阿っているが,コンテンツの絶対数が少ないうえ,異

なるプラットフォームでは動作しないという問題もある｡

プラットフォームでの動作については,現在,ALIC

(AdvancedLearningInfrastructureConsortium:先進

学習基盤協議会)と日本e-ラーニングコンソーシアムが中

心に取り組んでいる｢標準化+で近々解決すると思われる｡

しかし,コンテンツの開発にはコストもかさむことから,

コンテンツの絶対数が急激に増加するとは考えにくい｡

集合研修の効果は,インストラクターと使用する教材

によって決まる｡特にインストラクターのウエイトは大

きい｡インストラクターの知識の深さ,講義の展開方法,

話し方などは,一受講者の理解度に大きく影響する｡教材

に不備があっても,インストラクターがある程度補完で
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きる｡

e-ラーニングの学習コンテンツは,インストラククー

と教材の両者を兼ね備えたものである｡学習は学習コン

テンツの持つインストラクションで進められ,学習コン

テンツが提示する内容を習得していく｡

学習コンテンツが備えるべき要件として,以下の点が

考えられる｡

(1)学習目標が明確に設定されている｡

(2)学習者のレベルが明確に設定されている｡

(3)論理の展開が一貫している｡

(4)学習内容に合敦したメディアが選択されている｡

5.2 コンテンツの開発

目立IAは,ビデオ教材やCBT教材を長年にわたって開

発,提供してきた｡この経験を基に,e-ラーニングのコ

ンテンツの開発とメニューの充実に取り組んでいる｡学

習コンテンツは,当初はパソコンやIT関連,英語学習の

ものがほとんどであったが,最近はビジネス系と金融系

のものが増えている(図4参照)｡

日立IAは,コンテンツ開発でシナリオを最重要視して

いる｡シナリオ作成は,なぜこのコンテンツが必要なの

か,どのようなレベルの学習者が学習するのか,どのよ

うな学習効果が期待されるのか(何を理解するのか,何

ができるようになるのか)などを分析することから始める

(図5参照)｡

開発には,扱う題材を専門とするインストラクターが

参僻する｡インストラクターが学習の組み立てとシナリ

オ作成を担当する｡インストラクターが作成したシナリ

オを受けて,コンテンツ制作技術者がメディアの選択と

デザインの決定を行い,制作に入る｡各プロセスではレ

ビューを実施する｡レビューは占古賀を確保するうえで欠

かせないものであり,インストラクターのほかに題材の

非専門家(学習者の立場)も参加する｡

米国では,短期間で効率的かつ効果的に目的の人材を

育成するID(InstructionalDesign)手法が研究されてい

る｡IDは,教育コースなどを開発,実施するために,情

報を分析,統合,評価する,教育に対する工学的アプロ

ーチである｡

IDは,わが国でこれから取り組んでいくべき技術であ

る｡ALICや日本e-ラーニングコンソーシアムもコンテン

ツを意識した活動を開始しようとしており,その第一一段

階として,IDを取り上げようとしている｡日立IAも,

IDに関する研究に取り組み,継続してコンテンツ品質の

確保に努めていく｡

Office2000シリーズ

･lTシリーズ

(Windows2000*,MCP試験対策,情報処理試験対策)

･情牽引ヒリーダ育成シリーズ
･プログラミングシリーズ

･英会話シリーズ

･ビジネスマナーシリーズ

･証券アナリスト･証券外務員試験対策シリーズ

･金融シリーズ

･ビジネスシリーズ
(MBA入門,ビジネスシミュレーション,財務･経済)

注:略語説明ほか

MBA(MasterofBusjnessAdministration)

*Windowsは.米国およびその他の国における米国MicrosoftCorp.の

登録商標である｡

図4 学習コンテンツのメニュー例

日立IAは,学習コンテンツのメニューを,lT関連からビジネス

系,金融系へと広げている｡

[宇
基本設計

l

設計

l

制作

ニーズ分析,学習者分析,学習目的の分析

学習目標設定,学習の組み立て(シナリオ目次案),

レビュー

シナリオ作成

レビュー

コンテンツ制作

評価

図5 日立IAのコンテンツ開発プロセス

日立IAは,コンテンツ開発をニーズ分析から始める｡

分析結果を基に学習の組み立てを行い,シナリオ作成,

ツ制作のプロセスに移る｡

幾つかの

コンテン

e-ラーニングソリューション"eXLearn”

日立IAは,顧客のためのe-ラーニングサービスを強化

するために,e-ラーニングソリューション"eXLearn(エ

クスラーン)”を提案している｡eXLearnにより,顧客が

e-ラーニングを効果的に利用することを支援する｡

exLearnは,以下の6個のサービスメニューで構成し

ている(図6参照)｡

(1)コンサルテーションサービス

研修の目的や内容,学習者数などに適した学習モデル

を提案する｡学習モデルは,集合研修とe-ラーニングの

併用(ブレンディング)も考慮に入れ,総合的に提案する｡

e-ラーニングシステムの選択(自社システム構築,ASP

の利用)やe-ラーニングプラットフォームの選択などのe-

ラーニングの導入方法,コンテンツのコーディネートな
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どのコンサルテーションも行う｡

(2)システム構築サービス

顧客の自社専用システムを構築する｡数種類のプラッ

トフォームを用意しており,研修の内容や学習者数に適

したシステムを構築する｡プラットフォーム(サーバ)の

ホスティングサービスも用意している｡

プラットフォームについては,部門や事業所で導入が

容易な小規模なシステムから,数丁一人以上に対応できる

大規模なシステムまでを取りそろえている｡

(3)センターサービス

顧客が日立IAのサーバで学習する方法である｡

eXLearnが用意している学習コンテンツと,顧客専用の

コンテンツを学習することができる｡

(4)学習コンテンツ提供サービス

すぐに使用できる学習コンテンツを多数用意している｡

コンテンツは複数のプラットフォームに対応しており,

e-ラーニングシステムを導人済みの顧客も使用できる｡

(5)コンテンツ開発支援サービス

顧客の業務に合わせた,顧客オリジナルのコンテンツ

を開発する｡顧客自身でのコンテンツ開発のために,オ

コンサルテーションサービス

研修巨柑勺に合ったe-ラーニンクモデル,

e一ラーニングシステムの選定サービス

システム構築サービス

･e-ラーニングシステムの構築サービス

･学習者数学習管理のレベルに応じ
たプラットフォームの選定

学習コンテンツ提供サービス

･すぐに使用できる汎用学習コンテンツ
を多数用意

･マルチプラットフォームに対応

威厳

ヘルプデスクサービス

学習者の質問に応答

センターサービス

e-ラーニングのASPサービス

コンテンソ開発支援サービス

汎用学習コンテンツのカスタマイズ,

オリジナルコンテンツの開発,コン

テンツ開発の支援

図6 eXLearnのサービスメニュー

日立IAは,e-ラーニンクソリューション"eXLearn”で6種類のサ

ービスを提供している｡
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ーサリング技術教育や,コンテンツテンプレートの提供

などのサービスもある｡

(6)ヘルプデスクサービス

学習者が学習中の不明点について質問できるサービス

である｡

おわりに

ここでは,研修サービスにおけるe-ラーニングの活用

について述べた｡

e-ラーニングはまだ新しい分野であり,システム構成

や学習モデルの両面で,大きく発展,変ぼうする可能性

を持っている｡今後も,集合研修とe-ラーニングの特徴

を生かした最適な研修ソリューションを提案できるよう

に,e-ラーニングサービスのメニューの拡大と内容の充

実に努めていく考えである｡
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